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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に照明光を供給するための内視鏡用光源装置であって、
　光源と、
　前記光源を支持するための支持盤と、
　前記支持盤に取り付けられるガイドレールおよびバネ部材と、
　前記ガイドレールにスライド自在に支持されるスライド部材と、を備え、
　前記スライド部材は、前記光源を位置決めするための位置決め部を有し、
　前記光源を前記位置決め部に位置決めした状態であって、前記スライド部材には固定し
ていない状態で、前記スライド部材を所定の位置にスライドさせることにより、前記光源
の一部が、前記バネ部材と前記支持盤との間に挟まれて、前記支持盤に固定されることを
特徴とする内視鏡用光源装置。
 
【請求項２】
　前記スライド部材は、前記内視鏡用光源装置の筐体外部に一部が突出するようにスライ
ド可能であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項３】
　前記バネ部材は、前記ガイドレールと一体に形成されることを特徴とする請求項１また
は請求項２に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】
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　前記ガイドレールの前記バネ部材が形成される近傍には、前記バネ部材のバネ性を向上
させるためのスリットが設けられていることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡用光源
装置。
【請求項５】
　前記スライド部材の動きを規制するためのロック部材を更に備えていることを特徴とす
る請求項１から請求項４のいずれかに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項６】
　前記ロック部材は、前記支持盤に取り付けられ、
　前記スライド部材の移動方向に直交する方向へ前記スライド部材を付勢するものである
ことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項７】
　前記ロック部材は、前記スライド部材が前記所定の位置にスライドしたときに、前記ス
ライド部材と嵌合し、前記スライド部材の動きを規制するものであることを特徴とする請
求項５または請求項６に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項８】
　前記支持盤は、前記スライド部材の位置決めを行う切り欠き部を有し、
　前記所定の位置とは、前記スライド部材の位置決め部の一方の端部が、前記切り欠き部
と当接する位置であることを特徴とする請求項１から請求項７のいずれかに記載の内視鏡
用光源装置。
【請求項９】
　前記支持盤は、前記スライド部材の動きを規制する規制部を有し、
　前記位置決め部の一方の端部が、前記規制部と当接することにより、前記スライド部材
の動きが規制されることを特徴とする請求項１から請求項８のいずれかに記載の内視鏡用
光源装置。
【請求項１０】
　前記スライド部材は、係合孔を更に有し、
　前記支持盤は、前記スライド部材が前記所定の位置にスライドされたときに前記係合孔
と係合する突出部を有し、
　前記係合孔と前記突出部が係合することにより摩擦音が発生されることを特徴とする請
求項１から請求項９のいずれかに記載の内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用光源装置、詳しくは内視鏡用光源装置における光源ランプの取付け
構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に患者の体腔内を診断又は治療するための内視鏡システムは、先端部に備えられた
撮像素子で体腔内を撮像する内視鏡と、撮像素子により生成された画像信号を処理してモ
ニタに出力するビデオプロセッサと、体腔内の観察部位を照明するための光を内視鏡に供
給する光源装置とから構成される。一般的な内視鏡システムの光源装置では、光源として
キセノンランプやハロゲンランプ等の光を照射する発光部と、当該発光部の光を反射して
集光する放物面状のリフレクタから構成される光源ランプが用いられる。このような光源
ランプは、寿命により光量が低下するため、定期的に新しいランプと交換される。また、
光源ランプが故障等により消灯してしまった場合にも、新しいランプと交換される。
【０００３】
　通常、光源ランプを交換する際には、光源装置の外装カバーの一部を開き、そこから装
置内部に手を差し入れて、古いランプの取り外しおよび新しいランプの取付けが行われる
。このとき、光源ランプから照射される光が効率よく内視鏡へ伝搬されるように、光源ラ
ンプの光軸と、接続される内視鏡のライトガイドの光軸とが一致するような位置に光源ラ
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ンプを位置決めして取り付ける必要がある。また、流通しているフランジ付きの光源ラン
プには、フランジ前面の所定の位置に、バリやランプの取付け方向を示す指標などの突起
が形成されたものもあり、この突起の位置を考慮して光源ランプを取り付ける必要がある
。
【０００４】
　しかしながら、光源装置の大型化を避けるために、装置内部は交換のために必要最小限
のスペースしか設けられていない。そのため、狭い作業スペースにおいて、目視によって
光源ランプの突起の位置等を確認して、位置決めおよび固定を行わなければならず、非常
に作業が行いにくい。
【０００５】
　このような問題を解決すべく、光源ランプを簡便に取り付けるための構造の一例が、特
許文献１に記載されている。特許文献１の光源装置では、光源ランプを取り付ける固定板
と光源装置のハウジング内に設けられた保持板とを別々の部材で構成する。そして、固定
板をハウジングの外部に引き出した状態で、光源ランプを固定板に固定し、該固定板を保
持板にスライドさせて、ハウジング内に収納させる構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭６４－４２６２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載される構造において、固定板を保持板から所定の量だ
け引き出した状態で、光源ランプを固定させる場合は、従来と同様に限られた作業スペー
スで、目視しながら光源ランプを固定板に位置決めおよび固定しなければならないため、
作業が行いにくい。また、固定板を保持板から完全に取り外して、ハウジングの外に取り
出した状態で光源ランプの固定を行う場合は、十分な作業スペースが確保でき、目視によ
る固定が容易となるものの、固定板を再度保持板の案内溝に合わせて取り付けるという作
業が必要となり、手間が増えてしまう。
【０００８】
　また、特許文献１に記載される構造では、光源ランプは、板バネによって一方向から固
定板に対して付勢されているだけであるため、光源装置の輸送中の振動や衝撃などによっ
て、光源ランプの位置がずれてしまう恐れがある。さらに、固定板および保持板の両方が
、それぞれ複数の板バネや案内溝などを備える複雑な構成となっており、部品点数の増加
や加工工数の増加、さらに、その結果としてコストアップを招いてしまうという問題もあ
った。
【０００９】
　そこで、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、簡素な構造で光源ランプを容
易かつ正確に交換することが可能な内視鏡用光源装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するため、本発明により、光源と、光源を支持するための支持盤と、
支持盤に取り付けられるガイドレールおよびバネ部材と、ガイドレールにスライド自在に
支持されるスライド部材と、を備える内視鏡用光源装置が提供される。また、上記スライ
ド部材は、光源を位置決めするための位置決め部を有するものであり、上記内視鏡用光源
装置は、光源を該位置決め部に位置決めした状態であって、スライド部材には固定してい
ない状態で、スライド部材を所定の位置にスライドさせることにより、光源の一部が、バ
ネ部材と支持盤との間に挟まれて、支持盤に固定されることを特徴とする。
 
【００１１】
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　このように構成することにより、光源をスライド部材に位置決めしてスライドさせると
いう作業を行うだけで、光源ランプを支持盤に固定することができる。これにより、従来
のように限られた作業スペースで光源ランプを固定する必要がなく、少ない手間で簡単に
光源ランプの取り付けを行うことができる。
【００１２】
　また、上記スライド部材は、内視鏡用光源装置の筐体外部に一部が突出するようにスラ
イド可能であっても良い。このように構成することで、目視しやすい筐体外部にて、光源
をスライド部材に位置決めすることができる。
【００１３】
　上記バネ部材は、ガイドレールと一体に形成されるものであってもよい。また、上記ガ
イドレールの、バネ部材が形成される近傍には、バネ部材のバネ性を向上させるためのス
リットが設けられていても良い。
【００１４】
　このように構成することで、ガイドレールによってスライド部材をスライド可能に支持
するだけでなく、光源を固定することが可能となる。また、ガイドレールのバネ部材近傍
にスリットを設けることで、バネ部材のバネ性を向上させている。そのため、板バネ等の
別部品を設ける必要がなく、取付け構造の簡素化、および部品点数の削減を実現すること
が可能となる。
【００１５】
　また、上記内視鏡用光源装置は、スライド部材の動きを規制するためのロック部材を更
に備えていても良い。また、ロック部材は、支持盤に取り付けられ、スライド部材の移動
方向に直交する方向へスライド部材を付勢するものであっても良い。このように構成する
ことで、輸送の際などに生じる振動などによっても、スライド部材および光源の位置がず
れてしまうことを防ぐことができる。
【００１６】
　また、上記ロック部材は、スライド部材が所定の位置にスライドしたときに、スライド
部材と嵌合し、スライド部材の動きを規制するものであっても良い。このように構成する
ことで、スライド部材が適切な位置にスライドされたときに、自動的にスライド部材がロ
ックされる。これにより、作業者がロックを別工程として行う必要がなく、より作業が容
易となる。
【００１７】
　また、上記支持盤は、スライド部材の位置決めを行う切り欠き部を有し、上記所定の位
置とは、位置決め部の一方の端部が、切り欠き部と当接する位置であっても良い。このよ
うに構成することにより、スライド部材が支持盤に適切に位置決めが成される。これによ
り、スライド部材に位置決めされた光源も、支持盤に対して適切に位置決めが成される。
【００１８】
　また、上記支持盤は、スライド部材の動きを規制する規制部を有し、位置決め部の一方
の端部が、規制部と当接することにより、スライド部材の動きが規制されるものであって
も良い。このように構成することにより、スライド部材のスライド量を制限し、ガイドレ
ールから飛び出して脱落することを防ぐことができる。
【００１９】
　さらに、上記スライド部材は、係合孔を更に有し、支持盤は、スライド部材が所定の位
置にスライドされたときに、上記係合孔と係合する突出部を有するものであり、係合孔と
突出部が係合することにより摩擦音が発生されるものであっても良い。このように構成す
ることにより、スライド部材が適切な位置までスライドした場合は、クリック感によって
作業者にその旨を通知することが可能となる。
【発明の効果】
【００２０】
　したがって、本発明によれば、簡素な構造でランプ取付け構造を実現できるとともに、
作業者が限られた作業スペースで容易に光源ランプを交換することが可能な内視鏡用光源
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装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態におけるプロセッサの外観図である。
【図２】図１に示されるプロセッサの内部構成図である。
【図３】本発明の実施形態における回転盤の取付け構造を示す図である。
【図４】本発明の実施形態における光源ランプおよび光源ランプの取付け構造を示す図で
ある。
【図５】光源ランプ交換の際のプロセッサを示す斜視図である。
【図６】本発明の実施形態における光源ランプの取付け構造を示す図である。
【図７】本発明の実施形態における光源ランプが回転盤に固定された状態を示す図である
。
【図８】図７に示される光源ランプの固定状態を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して、本発明に係る内視鏡用光源装置について説明する。
【００２３】
　図１は、本発明に係る内視鏡用光源装置を含むプロセッサ１の外観図である。図１に示
されるように、プロセッサ１は筐体１００に覆われており、筐体１００の外装側面には、
後述する光源ランプなどの交換の際に用いられる開口部１０１と、開口部１０１を覆う蓋
１０２が設けられている。蓋１０２は、ねじ１１１によって着脱可能に筐体１００に取り
付けられている。また、プロセッサ１の外装正面には、内視鏡のライトガイドを接続する
ためのライトガイド接続部１０３、内視鏡を電気的に接続して給電及び通信を行なうため
の電気接続部１０４、ユーザ操作を受け付ける各種の操作ボタンやプロセッサ１の動作状
況を表示するインジケータ等を備える操作パネル１０５、プロセッサ１の主電源スイッチ
１０６等が設けられている。
【００２４】
　図２は、図１に示されるプロセッサ１の内部構成図である。プロセッサ１は、内視鏡４
００に照明光を供給するための２つの光源ランプ２０１ａおよび２０１ｂ、各光源ランプ
が取り付けられた回転盤２０２、点灯している光源ランプを空冷して制限温度以上に蓄熱
するのを防ぐための冷却ファン２０３、各光源ランプに給電するためのランプ電源２０４
、操作パネル１０５を制御するためのパネル制御部２０５、及び、電気接続部１０４を介
して内視鏡から送られてくる画像を処理するための画像処理回路２０７を備えている。上
記各部は、制御部２０６によって制御され、図示しないシステム電源によって給電される
。また、光軸ＡＸは内視鏡４００のライトガイド（不図示）の光軸を示す。ライトガイド
の光軸は光源ランプの位置決めの指標となることから、光軸ＡＸは、プロセッサ１の光学
的中心軸ともいえる。
【００２５】
　また、プロセッサ１において、光源ランプ２０１ａおよび２０１ｂ、回転盤２０２、冷
却ファン２０３、ランプ電源２０４、パネル制御部２０５、ならびに制御部２０６により
、内視鏡４００に照明光を供給する光源部２００が構成される。また、パネル制御部２０
５、画像処理回路２０７、および制御部２０６によって、画像処理部３００が構成される
。
【００２６】
　プロセッサ1において、光源部２００は、ライトガイド接続部１０３を介して内視鏡４
００のライトガイドに照明光を供給する。また、内視鏡４００で撮影された画像が電気接
続部１０４を介して画像処理部３００に供給される。画像処理部３００では、内視鏡４０
０からの映像信号に対して増幅、Ａ／Ｄ変換等の処理が施され、ＮＴＳＣコンポジット信
号、Ｙ／Ｃ分離信号（いわゆるＳビデオ信号）、ＲＧＢ分離信号などのビデオ信号として
プロセッサ１に接続されたモニタ２０８へ出力される。これによって内視鏡４００の撮像
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素子上に結像した被写体像がモニタ２０８に表示される。
【００２７】
　尚、上記のように本実施形態では、光源部２００と画像処理部３００が単一のプロセッ
サ１内に実装され、パネル制御部２０５及び制御部２０６が光源部２００と画像処理部３
００とによって共用される構成が採用されている。しかしながら、当該構成に限定される
ものではなく、光源部２００を単体の光源装置としてプロセッサ１から独立させた構成と
しても良い。
【００２８】
　図３は、光源部２００における回転盤２０２の取付け構造を示す斜視図である。また、
図３は、回転板２０２をプロセッサ１のフロントパネル側から見た図である。尚、以降の
説明において、ライトガイドの光軸ＡＸと平行な方向を光軸方向とし、筐体１００の底面
と垂直な方向を垂直方向とする。回転盤２０２は、ステンレスなどによって形成される円
形の金属板である。
【００２９】
　図３に示されるように、回転盤２０２は、筐体１００の底面に取り付けられたベース１
１０に固定された回転盤支持部材１２０に回転可能に取り付けられている。具体的には、
回転盤２０２の中心には、光軸方向に伸びるシャフト１２１が設けられており、シャフト
１２１が回転盤支持部材１２０に設けられた軸受１２３に取り付けられている。これによ
り、回転盤２０２は、シャフト１２１を中心軸として回転可能となっている。また、この
とき、回転盤２０２は、後述するランプ取付け面２０２Ａが、光軸ＡＸと精確に垂直にな
るように配置される。さらに、回転盤２０２は、発光中の光源ランプの集光点が、ライト
ガイドの入射端と略一致するように、ライトガイド接続部１０３から光軸方向において適
切な距離を隔てた位置に配置される。
【００３０】
　また、回転盤２０２には、光源ランプからの照射光を遮らないように、開口部２１５ａ
および２１５ｂが設けられている。また、開口部２１５ａおよび２１５ｂには、光源ラン
プを回転盤２０２に取り付けるための位置決め部２１６ａおよび２１６ｂ（図６参照）、
ならびに規制部２１７ａおよび２１７ｂとなる切り欠きが設けられている。さらに、回転
盤支持部材１２０にも、同様に開口部１２２が設けられている。そして、光源ランプから
の照明光の光軸と、内視鏡のライトガイドの光軸ＡＸとが一致するように、回転盤２０２
の一方の開口部（例えば開口部２１５ａ）が、開口部１２２と対向するような状態で、回
転盤２０２が保持される。このとき、他方の開口部（例えば開口部２１５ｂ）はライトガ
イドの光軸位置から退避した位置に配置される。
【００３１】
　光源ランプ２０１ａおよび２０１ｂは、図３に示すように回転盤２０２において照射光
が放射される側とは反対側の面であるランプ取付け面２０２Ａ上に並んで取り付けられる
。本実施形態では、光源ランプ２０１ａは、自身の光軸がライドガイドの光軸ＡＸと一致
するように、開口部２１５ａに臨む位置に取り付けられ、予備のランプである光源ランプ
２０１ｂは、ライドガイドの光軸から退避した位置である開口部２１５ｂに臨む位置に取
り付けられる。
【００３２】
　そして、ユーザが操作パネル１０５上のランプスイッチを操作することにより、ランプ
電源２０４が制御部２０６によって制御される。ランプ電源２０４は、光軸ＡＸ上に配置
された光源ランプ２０１ａのみに給電し、これにより光源ランプ２０１ａが点灯する。ま
た、回転盤２０２は、モータなどの回転盤駆動機構１２５にギア等を介して接続されてい
る。そして、光源ランプ２０１ａの光量が低下したり、消灯した場合には、回転盤駆動機
構１２５によって回転盤２０２を回転することにより、光源ランプ２０１ａが光軸ＡＸ上
から退避するとともに、光源ランプ２０１ｂが光軸ＡＸ上に配置される。このような回転
盤駆動機構１２５による回転動作によって、体腔内観察に用いられる光源ランプが短時間
で効率よく切り替えられる。
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【００３３】
　次に、図４を参照して、光源ランプ２０１ａの構造について説明する。光源ランプ２０
１ａは、発光部２１１、および発光部２１１を覆う椀状のリフレクタ２１２とから構成さ
れる。発光部２１１には、高輝度の白色ランプであるハロゲンランプが用いられており、
発光部２１１から照射された光のうち前方以外の方向に放射された光が、リフレクタ２１
２の内側に形成された凹面反射鏡によって反射され、前方に向かって集光される。また、
光源ランプ２０１ａの後方端部には、一対のプラグ電極２１３が突出している。
【００３４】
　リフレクタ２１２の開口端には、フランジ２１２ａが形成されている。フランジ２１２
ａは、リフレクタ２１２の開口周縁部から半径方向外側に向かって広がる環状に形成され
た部分である。また、フランジ２１２ａの前面（光源ランプの集光点側の面）は光源ラン
プの光軸と垂直な平面によって形成されている。さらに、フランジ２１２ａには、リフレ
クタ２１２の製造過程において発生するバリなどの突起部２１４が形成されている。なお
、製品によっては、光源ランプ２０１ａ取り付けの際の指標として供するべく、製造過程
において積極的に突起部２１４が形成されたものもある。尚、光源ランプ２０１ｂは、光
源ランプ２０１ａと同様の構造であるため、説明を省略する。
【００３５】
　同じく図４を参照して、回転盤２０２への光源ランプ２０１ａの取り付け構造について
説明する。尚、図４は回転盤２０２をランプ取付け面２０２Ａ側から見た図である。図４
に示すように、本実施形態においては、光源ランプ２０１ａは、回転盤２０２に固定され
たガイドレール２２０、ガイドレール２２０にスライド可能に支持されるスライド部材２
３０、およびスライド部材２３０をロックするためのロック部材２４０によって、回転盤
２０２に取付けられる。尚、光源ランプ２０１ｂについては、光源ランプ２０１ａと同様
の構造によって回転盤２０２に取り付けられるため、説明を省略する。また、以降の説明
においては、回転盤２０２から光源ランプ２０１ａを取り外すときにスライドされる方向
（回転盤２０２の中心から離れる方向）を「外方向」といい、光源ランプ２０１ａを回転
盤２０２に取り付けるときにスライドされる方向（回転盤２０２の中心へ向かう方向）を
「内方向」という。
【００３６】
　ガイドレール２２０は、ステンレスなどの金属板を加工することによって形成される部
品であり、回転盤２０２に固定するための固定部２２１と、スライド部材２３０をガイド
するためのガイド部２２４とからなる。固定部２２１は、ガイドレール２２０の垂直方向
の上下２箇所に設けられた、ランプ取付け面２０２Ａと平行な面である。固定部２２１に
は、取付け孔２２２が上下２箇所ずつ、計４箇所設けられている。ガイドレール２２０は
、この取付け孔２２２を介して、ネジなどにより回転盤２０２に固定される。
【００３７】
　ガイド部２２４は、固定部２２１から垂直に折り曲げられた面と、そこからさらに垂直
に折り曲げられた面とからなる、段状の案内溝である。このガイド部２２４と、回転盤２
０２のランプ取付け面２０２Ａとの間で、スライド部材２３０および光源ランプ２０１ａ
が挟持される。
【００３８】
　ガイド部２２４の開口部２１５ａと対向する部分には、Ｕ字形状の切り欠き２２５が設
けられている。切り欠き２２５は、スライド部材２３０とともにスライドされる光源ラン
プ２０１ａを支持するためのものであり、外方向に向かって開口し、リフレクタ２１２よ
りも大きな径を有している。また、ガイド部２２４の、切り欠き２２５によって切りかか
れた部分（すなわち光源ランプ２０１ａが支持される部分）には、光源ランプ２０１ａを
光軸方向へ付勢するための付勢部２２６が設けられている。付勢部２２６は、ガイド部２
２４の一部を切り欠き２２５の中心に向かって突出させ、該突出部を回転盤２０２から離
れる方向へ斜めに折り曲げて形成される。付勢部２２６は、折り曲げられた方向に対して
バネ性を有するバネ部材である。また、ガイド部２２４の付勢部２２６が形成される近傍
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には、スリット２２８が設けられる。スリット２２８は、付勢部２２６の突出方向に対し
て直交する方向に細長く切り欠かかれた孔である。後述するように、このスリット２２８
は、付勢部２２６のバネ性を向上させるために設けられる。尚、付勢部２２６およびスリ
ット２２８は、それぞれガイド部２２４の垂直方向の上下２箇所に設けられ、光源ランプ
２０１ａのフランジ２１２を上下２箇所から光軸方向へ付勢する。
【００３９】
　スライド部材２３０は、ガイドレール２２０によってスライド自在に支持される部品で
あり、ステンレスなどの金属板を加工して形成される。スライド部材２３０には、開口部
２３２、位置決め部２３４、係止部２３６、および係合孔２３８が設けられている。開口
部２３２は、略円形状の貫通穴であり、その径は光源ランプ２０１ａのフランジ２１２ａ
の外形よりも大きく形成される。また、開口部２３２は、スライド部材２３０が所定の位
置までスライドされ、ガイドレール２２０に適切に収納された状態で、回転盤２０２の開
口部２１５ａと対向するような位置に形成される。
【００４０】
　位置決め部２３４は、その端部が回転盤２０２と同一面上に位置するように、開口部２
３２の周縁の一部を切り起こされて形成される。位置決め部２３４の端部２３４ａは、外
方向に向かって広がる略ハの字形状を有しており、もう一方の端部２３４ｂは、中央部が
切りかかれた略コの字形状を有している。そして、スライド部材２３０が外方向へスライ
ドさせた場合、所定の量だけスライドさせた時点で、端部２３４ｂが回転盤２０２の開口
部２１５ａに設けられた規制部２１７ａと当接するようになっている。これにより、スラ
イド部材２３０の外方向への動きが規制され、ガイドレール２２０からスライド部材２３
０が脱落するのを防ぐことができる。
【００４１】
　さらに、図４に示されるように、端部２３４ｂが規制部２１７ａと当接すると、端部２
３４ｂと規制部２１７ａとの間に、所定のスペース２３５が形成される。このスペース２
３５は、光源ランプ２０１ａに設けられた突起部２１５の位置決めを行うためのものであ
る。そのため、スペース２３５は、突起部２１４よりも大きい寸法を有するよう形成され
る。
【００４２】
　一方、スライド部材２３０が内方向へ所定の量だけスライドされると、端部２３４ａが
、回転盤２０２の開口部２１５ａに設けられた位置決め部２１６ａと当接する。これによ
り、スライド部材２３０の内方向への動きが規制されるとともに、回転盤２０２に対する
スライド部材２３０の位置決めがなされる。
【００４３】
　係止部２３６は、スライド部材２３０の外方向側の端部を回転盤２０２から離れる方向
に垂直に折り曲げて形成される。係止部２３６は、後述するロック部材２４０と嵌合し、
スライド部材２３０の外方向への動きを規制するものである。また、係止部２３６は、作
業者がスライド部材２３０をスライドさせる際の取っ手としても用いられる。
【００４４】
　係合孔２３８は、スライド部材２３０の内方向側の端部に設けられた貫通孔である。係
合孔２３８は、スライド部材２３０が内方向へ所定の量だけスライドされたときに、回転
盤２０２に設けられた係合突起部２５０と係合するためのものである。そして、この係合
孔２３８と係合突起部２５０との摩擦によって生じるクリック感により、スライド部材２
３０が適切な位置にスライドされたことを作業者に通知することができる。
【００４５】
　ロック部材２４０は、金属板を折り曲げて形成された板バネであり、光軸方向の弾性を
有するように形成される。ロック部材２４０は、ガイドレール２２０の外方向側の端部に
近接して配置され、その一端（垂直方向の上側）が、ネジ等により回転盤２０２に固定さ
れる。また、ロック部材２４０のもう一端（垂直方向の下側）には、切り欠き２４５が設
けられる。この切り欠き２４５とスライド部材２３０の係止部２３６とを嵌合させ、スラ
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イド部材２３０を光軸方向への付勢することにより、スライド部材２３０のスライド方向
の動きが規制される。また、ロック部材２４０の外方向側の端部には、切り欠き２４５が
設けられた面から垂直に２回折り曲げられたつまみ２４６が形成される。
【００４６】
　次に図５～図７を参照して、光源ランプ２０１ａの交換方法について説明する。図５は
、本実施形態のプロセッサ１をリアパネル側から見た斜視図である。図５（ａ）は、スラ
イド部材２３０が外方向へスライドされ、筐体１００の外側に引き出された状態を示し、
図５（ｂ）は、スライド部材２３０が内方向へスライドされ、筐体１００に収納された状
態を示す。
【００４７】
　定期交換などで、光源ランプ２０１ａを交換する場合は、まず、安全のためにプロセッ
サ１の主電源スイッチ１０６を切ってから、筐体１００に設けられた蓋１０２の上部のネ
ジ１１１を外して、蓋１０２を取り外す。そして、開口部１０１から、手を差し入れ、ロ
ック部材２４０のつまみ２４６を持ち上げて、ロック部材２４０によるスライド部材２３
０のロックを解除する。これにより、スライド部材２３０がスライド可能となる。
【００４８】
　そして、スライド部材２３０の係止部２３６を持って、スライド部材２３０を外方向へ
スライドさせると、図５（ａ）に示すように、スライド部材２３０および光源ランプ２０
１ａが筐体１００の外部に引き出される。また、本実施形態においては、後述するように
、光源ランプ２０１ａは、ガイドレール２２０によって回転盤２０２に固定される。その
ため、スライド部材２３０が外方向にスライドされ、光源ランプ２０１ａがガイドレール
２２０から外側に引き出されることで、光源ランプ２０１ａの固定も解除される。これに
より、容易に光源ランプ２２０をスライド部材２３０から取り外すことができる。
【００４９】
　次に、新しい光源ランプ２０１ａが取り付けられる。図６は、回転盤２０２をフロント
パネル側から見た図である。図６に示されるように、まず、光源ランプ２０１ａが、スラ
イド部材２３０の開口部２３２へ入れられ、フランジ２１２ａの一部が回転盤２０２のラ
ンプ取付け面２０２Ａに当接される。このとき、フランジ２１２ａに形成された突起部２
１４が位置決め部２３４と規制部２１７ａとの間に形成されるスペース２３５に入るよう
に、光源ランプ２０１ａのスライド部材２３０に対する位置決めがなされる。尚、この時
点で、光源ランプ２０１ａは、スライド部材２３０に対して位置決めされているだけであ
り、スライド部材２３０にも、回転盤２０２にも固定されていない。
【００５０】
　次に、光源ランプ２０１ａをスライド部材２３０にて位置決めした状態のまま、スライ
ド部材２３０を内方向へとスライドさせる。これにより、スライド部材２３０の上下端部
および、光源ランプ２０１ａのフランジ２１２ａの上下端部が、ガイドレール２２０のガ
イド部２２４によってガイドされる。このとき、突起部２１４が適切にスペース２３５に
位置していない場合には、光源ランプ２０１ａが突起部２１４の分だけランプ取付け面２
０２Ａに対して傾いた状態となる。このような状態では、光源ランプ２０１ａがガイド部
２２４の案内溝に入らなくなり、スライドさせることができなくなる。このように、光源
ランプ２０１ａの突起部２１４が適切に位置決めされていない場合には、スライドできな
いような構造とすることで、光源ランプ２０１ａがランプ取付け面２０２Ａに対して斜め
に取り付けられてしまうことを防ぐことができる。
【００５１】
　一方、光源ランプ２０１ａが適切に位置決めされた状態で、スライド部材２３０が所定
の量だけスライドされると、位置決め部２３４の端部２３４ａが開口部２１５ａの位置決
め部２１６ａに当接する。このとき、スライド部材２３０および光源ランプ２０１ａが、
回転盤２０２に対して位置決めされた状態となる。これにより、図５（ｂ）に示すように
、スライド部材２３０および光源ランプ２０１ａが筐体１００の内部に収納される。
【００５２】
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　図７は、スライド部材２３０および光源ランプ２０１ａが位置決めされた状態の回転盤
２０２をランプ取付け面２０２Ａ側から見た図である。上述のように、スライド部材２３
０が適切な位置までスライドされると、位置決め部２３４が、回転盤２０２の位置決め部
２１６ａと当接するとともに、係止部２３６が、ロック部材２４０に設けられた切り欠き
２４５と嵌合する。そして、ロック部材２４０によってスライド部材２３０が、スライド
方向と直交する方向（光軸方向）へと付勢される。これにより、スライド部材２３０のス
ライド方向への動きが規制され、スライド部材２３０の飛び出し等を防ぐことができる。
【００５３】
　さらに、スライド部材２３０が適切な位置までスライドされると、スライド部材２３０
の係合孔２３８が回転盤２０２の係合突出部２５０と係合する。そして、係合孔２３８が
係合突出部２５０と係合する際の摩擦により発生するクリック感によって、スライド部材
２３０が適切な位置までスライドされたことを作業者が感覚的に知ることができる。
【００５４】
　次に、光源ランプ２０１ａの固定について説明する。図８は、光源ランプ２０１ａの固
定状態を説明するための断面図である。上述のように、スライド部材２３０を、ガイドレ
ール２２０のガイド部２２４へとスライドさせると、ガイド部２２４と回転盤２０２とに
よって、スライド部材２３０の垂直方向の上下端部、および光源ランプ２０１ａのフラン
ジ２１２ａとが挟持される。それと同時に、リフレクタ２１２の曲面部が、ガイドレール
２２０の付勢部２２６によって、光軸方向へと付勢される。これにより、光源ランプ２０
１ａが、ガイドレール２２０と回転盤２０２との間で固定される。
【００５５】
　ここで、上述のように付勢部２２６の近傍には、スリット２２８が設けられている。こ
のようにスリット２２８を設けることにより、付勢部２２６とスリット２２８との間の部
分をたわみやすくすることができる。そして、付勢部２２６に力が加わった場合、付勢部
２２６だけでなく、付勢部２２６とスリット２２８との間の部分（図８において斜線で示
す部分）がたわむことで、付勢部２２６に柔軟性を持たせ、バネ性を向上させることがで
きる。これにより、付勢部２２６、および付勢部２２６とスリット２２８との間の部分を
板バネとして用いることができる。そのため、光源ランプの形状が異なる場合であっても
、バネ性を有する付勢部２２６によって光源ランプ２０１ａの曲面部を付勢することで、
該光源ランプを適切に固定することが可能となる。これにより、規格設定寸法の異なる各
種光源ランプを交換に用いることが可能となる。
【００５６】
　このように、本実施形態において、作業者は、光源ランプ２０１ａを取り付ける際に、
スライド部材２３０において位置決めした状態でスライドさせるという作業を行うだけで
、光源ランプ２０１ａの回転盤２０２に対する位置決めおよび固定、ならびにスライド部
材２３０のロック、という３つの作業を同時に行うことができる。また、光源ランプ２０
１ａを取り外す際にも、スライド部材２３０を外方向へスライドさせるだけで、光源ラン
プ２０１ａの固定を解除することができ、容易に光源ランプ２０１ａの取り外しを行うこ
とができる。これにより、従来のように限られた作業スペースで光源ランプを固定する必
要がなく、少ない手間で簡単に光源ランプの交換作業を行うことができる。
【００５７】
　また、本実施形態においては、光源ランプ２０１ａのフランジ２１２ａが、ガイドレー
ル２２０のガイド部２２４と回転盤２０２によって上下２方向から挟持される。また、光
源ランプ２０１ａのリフレクタ２１２の曲面部が、ガイド部２２４の上下２箇所に設けら
れた付勢部２２６によって、光軸方向へ付勢される。さらに、ロック部材２４０によって
、スライド部材２３０のスライド方向の動きが規制される。このように、本実施形態では
、光源ランプ２０１ａが多方向から支持されることにより、適切に回転盤２０２に固定す
ることができる。そのため、輸送中などに衝撃や振動が加わった場合でも、光源ランプの
位置がずれることを防ぐことができる。
【００５８】
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　さらに、本実施形態においては、光源ランプ２０１ａを付勢するための付勢部２２６を
、ガイド部２２４の一部を折り曲げて、ガイドレール２２０と一体に形成することにより
、ガイドレール２２０に、スライド部材２３０のガイドおよび光源ランプ２０１ａの固定
の両方の機能を持たせることが可能となっている。また、付勢部２２６の近傍にはスリッ
ト２２８を設けることで、付勢部２２６のバネ性を向上させているため、板バネ等の別部
品を設ける必要がない。さらに、スライド部材２３０についても、折り曲げや切り欠きの
みを備えるシンプルな構造で形成している。これらのように構成することで、取付け構造
における部品点数や各部材の加工工数を削減し、簡素な構造とすることが可能となる。
【００５９】
　以上が本発明の実施形態であるが、本発明はこれらの実施形態に限定されるものではな
く、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば、上記実施形態
では、光源ランプとしてハロゲンランプが用いられているが、その他にもキセノンランプ
やメタルハライドなどの高輝度ランプを用いても良い。さらに上記実施形態は、２つの光
源ランプを用いた回転盤への取り付け構造に関するものであるが、本発明はこれに限定さ
れるものではない。例えば、１つの光源ランプを支持部材に取り付ける場合や、３つ以上
の光源ランプを取り付ける場合にも本発明を適用することが可能である。
【符号の説明】
【００６０】
　　　　１　プロセッサ
　　１００　筐体
　　２００　光源部
　　２０１ａ、２０１ｂ　光源ランプ
　　２０２　回転盤
　　２１１　発光部
　　２１２　リフレクタ
　　２１２ａ　フランジ
　　２２０　ガイドレール
　　２３０　スライド部材
　　２４０　ロック部材
　　３００　画像処理部
　　４００　内視鏡
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